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	スライド 2: 関西において、産学官医分野の多様なプレイヤーの対話により、臨床ニーズ発の医療・ヘルスケア機器等の創出を牽引するイノベーション人財育成プロジェクトを行う。 　そして、発展的にプロジェクト立ち上げやインキュベーション機能の実装の課題点等についての議論を進める。本議論を通じて、新たな医療・ヘルスケア産業を創造する、ニーズ発メドテックオープンイノベーション（Need-driven Open Innovation (NOI))プラットフォームを形成する。 
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